
令和元年度 第 9回三和区地域協議会次第 
 

 

                                                日時：令和 2年 3月 9日（月） 

午後 6時 30分から 

場所：三和地区公民館  講堂 

 

１ 開  会 

 

 

２ 会長挨拶 

  

 

３ 報告事項 

（１）休止中の施設（三和米と酒の謎蔵・三和味の謎蔵）の有効活用 資料№１ 

について 

 

 

 

 （２）三和区の公共交通再編（案）について       資料№２、資料№３ 

 

 

 

４ 議  題 

 （１）令和２年度地域活動支援事業募集要項（三和区版）の配布について 

 

 

 

５ そ の 他 

 

 

 

６ 閉  会 



 

 

 

 

 

休止中の「三和米と酒の謎蔵」及び「三和味の謎蔵」の有効活用について 
 

【有効活用策の概要】 

・ サウンディング型（対話型）市場調査に参加いただいた事業者から、現在、休止

中の「三和米と酒の謎蔵」及び「三和味の謎」の有効活用策の提案を受けた。 

 

 

 

 

 

 

・ 市では、将来的な財政負担の軽減につながることや、市民生活に有効な活用策で

あると判断し、施設の譲渡に向けた協議等を進めていきたいと考えている。 

 

 

（参考：施設概要） 

〇 三和米と酒の謎蔵 

所 在 地 〒943-0314 新潟県上越市三和区大 867番地 1 

建物概要 

構 造 

延床面積 

建築時期 

木造一部 2階建（地下 1階） 

1,374.54㎡ 

平成 4年建築 

土地計画制限 
区域区分 

用途地域 

都市計画区域外 

指定なし 

管理形態 方 法 平成 28年度から休止中。従前は市直営（業務委託） 

施設機能 中央棟、展示室、展望台など 

年間利用者数 

及び管理経費 

平成 25年 平成 26年 平成 27年 

2,592人 3,083人  2,921人 

10,375千円 9,663千円 9,027千円 

 

〇 三和味の謎蔵 

所 在 地 〒943-0314 新潟県上越市三和区大 867番地 1 

建物概要 

構 造 

延床面積 

建築時期 

木造 2階建 

451.2㎡ 

平成 5年建築 

土地計画制限 
区域区分 

用途地域 

都市計画区域外 

指定なし 

管理形態 方 法 
平成 28 年度から休止中。従前は第三セクターによる指

定管理 

施設機能 レストランなど 

年間利用者数 

及び管理経費 

平成 25年 平成 26年 平成 27年 

561人 469人 466人 

1,086千円 1,967千円 1,086千円 

 

三和区地域協議会資料 

令和 2 年 3 月 9 日 

施 設 経 営 管 理 室 

 

三和区地域協議会資料 

令和 2 年 3 月 9 日 

施 設 経 営 管 理 室 

 

【提案の内容】 

① 両施設を、市内一円（妙高市の一部）を営業範囲とする訪問診療の拠点として

活用したい。 

② 将来的には訪問診療のほかに入院機能も備えた医療サービスを提供したい。 

資料№1 
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公共交通三和区再編（案）住民説明会における 

主な意見・質問等についての回答 

 

１ 「みんなの足」の利用料金について 

主な意見・質問等 回    答 

①「みんなの足」の運行に対し、振興

会に市の補助金が交付されるが市の

税金を使用するので、三和区外の人

も、三和区内の人と同じ料金にして

ほしい。 

・振興会会員からは年会費を負担いただいているので、利

用負担を考慮し料金を設定しています。 

・この運送事業には振興会所有の資機材を使用するので、

上越市からの補助金だけでは運営できません。 

 

②1か月分の利用予約をしたら割引き

してほしい。 

・本運送事業を市からの補助金で全てを賄うことはでき

ず、利用される方からもご負担いただかなければなりま

せん。そのため利用料金 100円をさらに下げることは困

難であると考えます。また、高校生は 50円に割引きし

ているので、これ以上の割引は考えていません。 

 

２ 会員登録について  

主な意見・質問等 回    答 

「みんなの足」の登録は、振興会世帯

員であれば会員登録書を提出しなく

とも利用できるようにしてほしい。 

・振興会会員の中で「みんなの足」を利用する人の情報は

把握できないため、利用される前に利用希望者ごとの会

員登録をお願いします。 

・公共交通空白地有償運送では、会員登録者名の記録が義

務付けられています。 

 

３ 予約の方法について 

主な意見・質問等 回    答 

①「みんなの足」は、当日の 1時間前

まで予約ができるように対応してほ

しい。 

・事業の効率化と確実な運行のため、前日の夕方に翌日予

約された便の運転手を手配します。当日連絡をいただい

ても希望される便が運行しないこともありますので、混

乱を防止するため前日までの電話予約とします。 

②病院へ行くのに往復の予約をして、

帰りの時間が伸びたときは変更して

利用できるようにしてほしい。 

・予約された帰りの便に間に合わない場合、当初予約され

た便以降に他の人からの予約に基づき運行計画があれ

ば、その便の利用が可能です。万一間に合わないとわか

ったら、直ちに振興会へ連絡してください。余裕を持っ

て計画いただき予約をお願いします。 

③予約は電話ではなく、「みんなの足」に

乗ったときにもできるようにしてほ

しい。 

・送迎の車の中では利用希望日の予約状況が分からないた

め、予約を受けることはできません。確実な運行のため電

話での予約をお願いします。 

④「みんなの足」の予約をメールでで

きるようにしてほしい。 

・予約は現在も可能な限り「ご本人から直接」お願いして

います。万一希望時間に対応できないときは、次何時の

バスに乗られるかそのときに予約していただくことがで

きることと、利用者の電話の声の調子から健康状態を知

ることもできるので、ご本人から直接電話で予約してい

ただきたいと考えています。 

 

資料№2 
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４ みんなの足の運行について  

主な意見・質問等 回    答 

①拠点をコミュニティプラザではなく

番町にしてほしい。 

・車両の待機場所がなく、利用者の安全確保を考慮してコ

ミプラを拠点にしています。 

②コミュニティプラザを拠点としてい

るが、三和体育館も拠点にしてほし

い。 

・体育館を乗り継ぎ拠点とすることは、1運行の制限時間

からできませんが、コミプラ発の便でお宅から体育館へ

行くことは可能です。バスの乗り継ぎ時間に間に合う便

を利用してください。 

③利用者増となり予約を断ることのな

いように、車の台数を増やしてほし

い。 

・利用者数の現状の予想では当面の間、車両は 1台で対応

できると考えています。 

・今後利用者の動向を見極め、増車を考えていきます。 

④土・日曜、休日も運行してほしい。 ・これまで利用されている人から土・日曜、休日に利用し

たいと申し出はありませんでした。外出が必要のときは

在宅する家族や近所の人の支援を受けているようです。

今後新しく利用される人で土・日曜、休日に高田方面へ

出かける場合は、家族や近所の人にコミプラまで乗せて

いただくようにお願いしてください。 

⑤中江十文字、青野十文字へ行くとき

は、みんなの足と別便で直接送るよ

うにしてほしい。 

・基本的にコミプラから路線バスに乗り継ぐために区内の

運行に限り 16便を計画しました。有償運送の「みんな

の足」は区内の送迎のみですが、中江、青野十文字へは

会員の皆さんの便宜を図るための手段と運行しています

ので、今以上の増便はできません。 

⑥三和区内だけでなく中央病院へも行

ってほしい。 

⑦豪雪時に「みんなの足」が路線バス

に遅れないよう接続してほしい。 

・道路の積雪状況を的確に把握し、路線バスに接続するた

めに最善の対応をします。 

⑧区内の一般のお宅への送迎もしてほ

しい。 

・現在「みんなの足」は区内の病院、金融機関、商店に限

らず、希望する場所へ送迎しています。 

 例：親戚・知人宅、体育館、公民館、保健センター、総

合事務所、米本陣、理美容院、介護施設見舞、社会

福祉協議会 

⑨振興会が主体となって運行すること

になるが、違法な運行とならないの

か。 

・交通空白地有償運送の許可を得て運行しますので、違法

ではありません。 

 

 

●「みんなの足」の今後の運行計画について 

三和区振興会では、無償運送「みんなの足」を運行していますが、この運行をベースにした体

系を検討しました。 

今後は、令和２年７月から無償運送「みんなの足」の会員を対象にプレ実証運行を行い、１０

月から空白地有償運送「みんなの足」として開始します。この間に利用者から寄せられた意見や

要望については、検討と改善に努め、令和３年４月からの運行に反映させます。 
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５ バス路線の運行について 

主な意見・質問等 回    答 

①路線バスは朝から晩まで同じ路線を走

らないで、日中は年寄りがイオンや病院

へ直接行けるルートを運行してほしい。 

・現在の制度上では困難です。 

②高田の商店街よりも日頃の買い物でイ

オンに行く人が多くいる。稲田 2丁目が

乗り継ぎの最短距離の停留所になるの

で、接続できる時刻を多くしてほしい。 

・一部の時間で調整を行います。 

・他の時間については、R2.10の路線再編時に再度見直

しを行う予定です。 

③青野十文字、中江十文字のバス停留所の

待合場所をよくしてほしい。 

・待合小屋については地元町内会の管理施設なので、

事業者としての改善は困難です。 

④三和体育館でバスが待機しているとき

に乗車できるようにしてほしい。 

・待機中は乗務員の休憩時間にもなるので困難です。 

⑤ノンステップバスを導入してほしい。 ・冬期間の運行を考えると困難です。 

（現在ワンステップバスで運行） 

※頸城自動車㈱にも 1 台ありますが、冬期の降雪時は

運行を控えています。 

⑥現在大型のバスを利用しているが、小型

化して経費削減できないのか。 

・基本的に会社の 2/3 の路線で効率よく運行していま

す。 

・今後、使用している車両の入替時に路線の利用状況

を見極めた中で、導入の検討をしていきます。 

（小型バス＝定員 12人乗り車両の事を指すのか？） 

⑦拠点となるコミュニティプラザのバス

停待合所を大きくしてほしい。 

・事業者では難しいので今後、総合事務所と相談して

検討していきます。 

⑧拠点となるコミュニティプラザの駐輪

場を大きくしてほしい。 

・現在自転車を３台程置ける駐輪スペースがありま

す。利用者数を見ながら今後検討します。 

 

 








